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期間は 2007年 11月から 2008年 10月、休暇中でほ



















































































































































































































186 西 薗 大 実
報不足型の学生からもある程度の回収が期待できる
と考えられる。
まとめ
アンケート調査と実態調査から、群馬大学環境マ
ネジメントシステムの分別ルールが一部の学生に浸
透していないところがあることが明らかになった。
とくに、プラスチック製品の廃棄の際に分別まちが
いが多かった。
アンケート調査の結果、学生は規則として定めら
れているものは守るという姿勢がみられた。このこ
とから、群馬大学のルールの周知徹底を図るための
ガイダンスを設けることや、ごみ分別表を具体例の
多いわかりやすいものに変えるなどしていけば改善
できるだろう。
ごみの発生量としては、現状では紙ごみが多かっ
た。この紙ごみを雑古紙として集め、リサイクルし
て再生紙にすることで環境負荷を軽減することがで
きる。「古紙回収ボックス」を設置することで、学生
もさらなる環境負荷軽減に取り組めるだろう。
また、生協によるリサイクル弁当容器（リ・リパッ
ク）回収ボックスの増設も効果があると考えられる。
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